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Ⅰ 国策上からみた稲作の重要性

マラヤの総人 口は 725万 (1962年現在,1963年統計局統計月報)であり, この人種別構成は

第 1表のように,マ レー人50%,支那人37%,イン ド人およびパキスタン人11%,その他 2%

である｡ この中にシンガポ-ルが入 ると,マ レー人の人 口は数において過半に達 しない上に,

支那人 との差 もあまり大き くない ｡ そ して,マレー人の90%は稲作を主体とした小 さな農業を

営んでお り,主要な都市には支那人,イ ンド人等が発展 している｡ そこで,マラヤ政府 として

は,マレー人の政治的優位を保つためには人 口比率の優位を保たねばならず,そのためにはマ

レー人の経済水準 と生活水準をあげねばな らないo この結果,マラヤ本来のマレー人の優位性

を維持す るために,マ レー人の主産業 としての稲作を振興す る点に,マラヤ政府は他国にみ ら

れない特殊な熱意を もっているとみ られ るのである｡

第 1表 マラヤ連邦人口の人種別構成 (単位 1,000人)

- レ 一 人 は 邦 人 !lO呈真書章票 …そ の 他 書 合 計

3,629i 50･1 2,678; 37･0 806… 11･1 134i l･9 7･250 100

*()内はマラヤ滞在期間を示す｡以下同じ｡
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また,他 面こuj国uj経済をささえる2本 U)柱はゴムとスズであることは周知U)とお りである｡

とくに,ゴムは輸出額において全休の半ばを占める -, しかるに,天然 ゴムやスズU)世鋸車場U)

甘来が楽観を許さぬ現伏においては,次に述べるように,最も将来性に富んだ作物である水稲

)Tf増産 し,現在の輸入総額の 10-12,% を占めている米を 自給することの必要は誰 しも気づ こ

さらに,米uj自給状況についてみれば,マラヤ住民の99,90'までが米を常金 としているU)にか

かわ らず,その自給割合は65%に過ぎない (第2表参照)O こUjため,政府は米の日給,TT農業

卜二U)人きな国策として強力に推進 しており,里位面積当り収最の増加 と栽培面積の増加 (とく

に潅概施設の 拡充による Offseason 稲cjj増面積)に力を入れている｡ 第 2表にみ られるよう

に,住盛返は明らかに増加oj偵向にありなが ら,輸入量がその割に減少 しないのは,人口増 !]H

が著 しく (1955年には 1000人に対 して 31.5人,日本人は 11.6人), 年間消費 量が年 増々 加

す るか らである｡ 牢問消費量92万 トンに対 して,約30-35万 トンの米を輸入 しているujであっ

て,これは金額にしてマラヤ全休の輸入cJy美に10-12%に相当する,JこU).屯か らみて も,米U)

増産はマラヤ農業上の最大の問題C/)いつであることが理解されよう

第 2表 マラヤ連邦における米の生産 ･輸入 ･自給割合

年 間 消 費 ton 生 産 ton 輸 入 ton 自 給 割 合 ,rJD
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出所 :MonthlyStatisticalBulletin,FederationofMalaya,1962

Jl マラヤ農業における稲作の重要度

マラヤ農業 における稲作の位置を主要作物の栽培両積か ら探 ってみようC

1963年U〕マラヤ政府統計局統計月報によれば,算 3表U_)ように,最大['杯j.~Lfji積を示すもJ)悠
ゴムであり,断然他の作物を圧 し,第 2位の稲の 4倍に近い面積,71-占めている｡ 稲に次いで,

ココナッツ ･果樹 ･アブラヤシ ･稲以外の食｣酎′出勿･香辛作物 ･チャUj1頃位であるoまた第 3
豪か らみられ る蓮二要な点は,ゴム ･ココナッツ ･果樹 ･香辛作物 ･チャ .そuj他作物がすでに

そC,)栽培両横の増加が停滞または停止 し,アブラヤシと稲以外の食jHT'出勿とにわずかにIiEt:.伽 U)

佃 旬がみられ る中で, 稲 U)みが牛々着骨 二栽粕 両横が明瞭に増加 してい,-:J点であ,U:-, 要一ニト/一
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年壁

第 3表

ゴ ム

1956 3,694

1957 3,721

1958 3,747

1959 3,783

1960 3,840

1961 3,923

マラヤ連邦における主要作物栽培面積 (1000ェ-カ-)

柿
ココ
ツ
吉 !果 樹 言ブ三 順 易 順 芸 1チ 十 その他
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出所 :MonthlyStatisticalBulletin,FederationofMalaya,1963.

注 :食用作物中にはタピオカ,サツマイモ,サゴヤシ,サ トウキビ等を含む｡その他の中

にはココア,デリス,ラミー等を含む｡

に,栽培面積か らみれば,マラヤでは稲は第 2位の重要作物であるばか りでな く,将来性の豊

かな作物ということができよう｡

Ⅲ マラヤ稲作の自然環境

1. 気 温 マラヤは赤道に近接 した狭小な半島であることと,アジア季節風帯にあるた

め,気温の年較差はほとんどな く,その平均気温は平坦部では地域による差 もほとんどな く,

東京の真夏よりむ しろわずかに低い程度で 1年中を経過する (第 4表参照)｡ 田中の最高気温

は 34oC を越すことはまれで,夜間は 22-25oC となり, 稲作環境としては, 気温は支配的

要因ではないとみてよかろう｡ ただ し,登熟期間には夜間の温度はなお高過ぎるのではなかろ

うか｡

第4表 マ ラ ヤ 各 地 の 気 温

最

AlorStar

KotaBahru

Butterworth

KualaLumpur

Malacca

Kluang

Singapore

高 気 温 (平均)

30- 33.50C

29- 32.5

30.5～ 32

31.5～ 33.5

29.5～ 32

29.5- 32.5

29.5～ 32

最 低 気 温 (平均)

22- 24.50C22- 24

23- 24

22- 23

23- 24

21.5- 23

23.5- 25.5

出所 :マラヤ農林省資料

2. 日 長 日長の年変化もきわめて少ない｡第 5表にほぼ長南 ･中 央 ･最北の 3地点の

最長日長と最短 日長とを示 した｡ 浦和市の年較差 4時間51分と比べると, Singaporeでは 10

分,KualaLumpurでは20分,最 も長い AlorStarでさえ38分に過ぎず, きわめて短いこと

がわかるO このように,日長の年較差はきわめて少ないC,)にかかわらず,マラヤで用いられて

- 8-
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最 長 日 長 期

(6月下旬)

最 短 日 長 期

(12月下旬)

弟 5表 マ ラ ヤ 各 地 レリ 日 長

Singapore KualaLumpur
(N･loI声′) (N･3008′)

日 日上 前 6時30分 前 6時36分

日 没 後 6時39分 後 6時50分

口長 時 間 12時間 9分 12時間14分

日 出 前 6時30分 前 6時41分

21 没 後 6時29分 後 6時35分

臼長 時 間 11時間59分 11時間54分

AlorStar
(甲･6009′)

的 6時37分

校 7時00分

12時間23分

前 6時51分

後 6時36分

11時間45分

出所 :マラヤ農林省資料

い る水村TTIL.銅損まわずか数 分の差にも敏感 に反応す る感 )rL竹ミキ もってお り,日本人技術者にとっ

稲作釧LT月の設定 とfVTl桂選定に着通 しえない要因となってい る

3. 降水量 マラヤにおいて稲作を直接規制す る最大ujLlt豪要素は降7J(嵐である｡マラヤ

は降水遥および降水 口数 とも多 く, 昭司 2500-3000 ミリ,降 水F=1数 200l-i以上である ,しか

し,両の型はスコール型 で霧雨性U)も拙 ま少ない｡第1図にみるように.東海岸には乾季 と雨

季 とがほぼ明瞭に分けられる地方 もおろが,判然 と区//jjkLがたい地 万も多い 一･般i榔 二9月～

12月に雨が多 く,日長条

件とも関連 して,この付

近 が稲 U)最盛迂lJ-]とな るI,

また,場所によっては存

秋二期に降水量の山のみ

られ るところもある｡こ

のように,かな り偏 った

降水分布を年間にな らし,

稲作に有効化す る潅がい

施設がほとんど整備 されノ

ていない過去 においては,

稲の作李 や作況が降水遠

に人 き く文配されてきた

a)は当然であろうo しか

し,近年マラヤ政府は潅

がい施設の拡充整備に強

い熱 意を ′JこしてきていjJf,

I
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第1.回 マラヤ各地の降水量と東京の降水量の比較

出所 ･'マラヤ農林省資料:こ理科年表,JiI,加えて作減
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ので, 1-3%に過ぎなかった二期作 (offseasoncrop)面積もしだいに増加 し始めるに至

った｡過去においては,降水量が多ければ水害となり,少なければ早害となり,いずれかの被

書が毎年どこかにみられるのが普通であった｡

4. 地質および土壌 マラヤ半島は地質的には第三紀の花こう岩および安山岩が 主 で あ

り,マラヤの土壌の大部分はこれに由来するといわれている｡

マラヤの土壌はおおよそ次のように分類されるというo

a 花こう岩土壌 :排水良好で,砂と粘土の割合はほとんど等 しい｡

b 石英岩 (珪岩)土壌 :細砂 ･シル ト･粘土からなり,三者の割合は種々である｡

c RaubSeriesSoil:鉄土層があり,土壌は濃い赤色であり,よい粘土を含む｡

d CoastalAlluvium:海岸の粘土とシル トと有機質からなっている土壌で,マラヤでは最

も肥沃な土壌とされている｡ しか し,排水不良地が多い｡

e PahangVolcanicと Dolorite:主に Pahangにあり, 前者はカリに,後者は リン酸に

富んでいるといわれるが面積は非常に小さい｡

f HighlandSoils:一般に花こう岩が多 く,類似の岩石から形成された Low landsoilよ

り未熟で,無機物に富むとともに,その表面は有機質にも富んでいるといわれる｡

マラヤの土壌の pH は 4.5-5.5のところが多い｡

水田の大部分は海岸または河川流域の沖積地帯にひらけており,土壌は多 く典型的ラテライ

ドで,粘土含嵐は高いが,概 して腐植に乏 しい｡

Ⅳ マラヤにおける主要稲作地帯,州別作付面積および生産高

マラヤにおける主要稲作地帯は第 2図に示すとおりである｡ 1961-'62年における作付面積

は39万haでありその中で mainseasonの水稲は90%,陸稲は6%,Offseasonの水稲は4%

弱に過ぎない｡ したがって,く主産量も93%が mainseasonの水稲であり,offseasonの水稲

は4%弱である｡ 稲作地帯は主として河川流域や海岸に近い低地にひらけており,主要稲作地

帯としては,西北海岸の4州に全水田0)約 50%,東北海岸の2州に約40%が偏在 し,北緯 5.0

-6.5度にほとんど集中している｡この分布はゴム園が主に南部に分布密度が高いのとほほ対

渦的である｡

作付面積および生産高を州別にみると,第 3図のとおりで,作付面積C/)最 も多いのは Kedah

の31%で,次いで Kelantanの20%,Perakの13%,Perlisと Trengganuの7%,Selangor

と Pahangの5%,Penang と ProvinceWelleseleyの4%, NegriSembilan と Malacca

の 3%,Johoreは 1%にも足 らない｡また,/li産高は第 3図にみるように,Kedahが最 も多

く,Kelantanがこれに次ぎ,それぞれ37%および17%を昼産 し, その他の州はほぼその作付

両イ轟こ比例 しているO (陸稲cJ_)平均収量は水稲の約50%であるが, offseason a_)水稲は平均

- 10-
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第 2図 マ ラ ヤ に お け る 稲 作 地 嵩

して,mainseasonu)97/CJoで,

場所 によ っては mainseason

より多い年 もある)｡

17 マラヤ稲作の単位面積当

り収量の推移

マ ラヤの里位血精当 り収量は

概 していえば,｢-1本o)約 3分U)

1であるo Lか し,第6表にみ

るように,二牛々明 らかに増加uJ
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第3回 州別稲作付面積比率および生産高

局所 :MonthlyStatisticalBulletill,Federation
ofMalaya,1962,より作図せるものを,農事試験場
技術連絡室研究資料15よりTjH廿
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第 6表 マラヤにおける水稲の単位面積当り収量の増加傾向

年 度 Gantang/acre 年 度 Gantang/acre
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山所 :MonthlyStatisticalBulletinoftheFederationofMalaya,1963･

注 :300gantang/acreはほぼ玄米反当1石にあたる｡

排水施設の拡充改蔀,優良品種の普及,栽培方法の改善等が進行 しつつある結果であろう｡な

お,この単位面積当り収量は東南アジア諸国の中では最高であるとともに単位面積当り収量増

加率 (1945-'50年対1950-'55年) も25%に達 し,最高を示 している点は注目に値する｡

11 稲作上の問題点と収量構成上の制限要素

まず,稲作上の最大の問題は濯排水施設の整備拡充の問題であろう｡ 前述のように,水害ま

たは早ばつの被害は例年どこかにみられるばかりでな く,稲の二期作化が国策として推進され

るに及んで, Offseason における潅がい施設の拡充がとくに大きくクローズアップされてき

ているか らである｡ 各種の土壌における要水量,水の最 も経済的な利用方法等の研究が焦眉の

問題として 取 り上げられ, 数年前よりFjiLILF_の Soi1-WaterResearch Station が Tanjong

Karang(タンヂ ョンカラン)に設立された｡

晶 析改良による増産の問題は早 くから取 り上げられノてきた｡ とくに, 稲の二期作化に伴う

Offseason用の適品種の育成には 最も力を注いできたとみられるが, この点には全 く成果が

得られていなかった｡ しかるに,日本cJjコロンボプランによる技術援助によって,別稿のよう

に立派な品種が育成された0)は慶賀にたえない｡多収 ･耐肥 ･耐倒伏性･耐病性 ･良質のEt,柿

し1)育成が主な目標であることには他の国の場合と異ならない｡

栽培方法の改善の問題には,育苗 ･本闇整地法 ･rl]植の時期および方法 (密度 ･深さ等) ･

施肥方法 ･本田管理 (港排水方法 ･申餅等) ･前後rF-等があり,H本C/_)コロンボプランの援助

があるまでは,いずれも未解決の問題として残されていたが,日本の技術援助の結果,これ ら

の問題が科学的基礎の上に,次々と解決されてきている｡

虫害としてほメイ虫害が最 も大きかったが,これも日本の技術援助によって解決の曙光がみ

られた｡ 病害としては PenyakitMerah(赤病) と称する病気が最大であり,日本の技術援助

の始まる前に4か年間カナダ技術者がコロンボプランの下でもっぱらこの問題と取組んだが,

全 く解決されていないといってよい実情である｡そC/)後この問題はこのままに放置されていた

が,線虫がこの病気の発生に闇連があると推定され,日本のコロンボプランによる技術援助に

よって,目下この面から再検討されつつある｡

--1ご一一一



こJ)他に,稲に被告 を与 える最人U)もujは野ネズ ミであり,筆者 らがこの被害の人きさ封 FT

摘す るまでは,この間題はほとんど全 く放任 されていたことは不思議といわねばな らない:_'華:

者の勧苦 がマラヤ政頼 こ入れ られノて, コロンボプランによって?二1本か ら専門の技術者が 招 か

れ,初めて科学的に野ネズ ミの1軒先が闘始され,ようや くこU)｢用題も佃決の紺についた刷があ
フ
/-Ju

なお,筆者はマラヤ全州にわた り,農林本省およひ封 ､11の職員uj助力によって,水稲 uj収量

診断を行ない,収邑構成上の特徴 と欠点を調べた｡この結果,全甘平均として第 7表のような

値が得 られたとともに,次の諸事項が明らかにされた.

穂組数 との相乗精 (単位trt捕主当り籾数) とはきわめて高 い 相闇を示 した｡

2. 発熱歩合の高いことがマラヤ稲作の一般的特長であろうとみ られノた｡ そ して,こC,)登熟

歩合は口本では主に屑米)ゴ差‡によって左右 され るC引二対 し,マラヤでは木受稽籾歩釦 こ支配 さ

れ るとみ られた｡

3. マラヤの稲の収量は主 として津.位面積 当 り組数 によって決定 され るU)で, 申IIIJ_直結､'‖J

cJ_)組数tj)増加に増産の鍵があると思われたへ

4. 11上の観点か ら,当面Rの桝種改善方法 としては,次の誹阜項が有効であろうと考え られ

た ｡

a プ闘巴特に章素質肥料の施用または増施

1) 闇植後14f‖≡l頃uj追肥

C 健苗 と若宙の使用

e 浅 植

d 密 櫨

f 浅水i導水

g 頴花の退化防止 (減数分裂期直前の窒素追肥,減数分裂斯uj土壌還元U)防｣上,冠 水

または早ばつ防直,高L水混対策,病虫告防除等)｡

第 7 表 収量診断からみたマラヤL/)水稲収量および収量構成要素

項 目 最 大 値

収 量(Gantang/acre) 999

穂 数 (m2当 り) 199

も み 数 (1穂平均) 226

登 熟 歩 合 (餐) 93.1

千 粒 重 (g) 28.1

退化もみ敷歩合 (%) 45.5

不 受 精 歩 合 (%) 13.9

最 小 値 平 均 値

170 585

65 109

39 162

77.6 84.7

19.8 24.3

32.1 37.6

5.5 10.6

注 :登熟歩合は 1.06i:).上の比重の親を豊熟粒とみた

- 13-



Ⅶ 技術援助の概要

昭和33年 5月に白石代言氏 (作物, 当時関東 々山農事試験場長)を団長として, 石倉秀次

(害虫), 川田則雄 (土壌肥料)の両氏 らの調査団がマラヤに渡 り, 約-か月間稲作事情をマ

ラヤ全地域にわたって視察するとともに,マラヤ農林省当局と討議を童ねた｡この結果,水稲

の品種改良,栽培改乱 施肥法改善およびメイ虫防除の 4点に重心をお い て援助することに決

まり昭和33年 8月よりコロンボプランによる技術援助が開始された｡

第1回の派遣者として,山川克 (百種), 潮 目｣利駕 (害虫), 森谷睦夫 (栽培), 佐藤静夫

(土壌肥料) C))4氏が選ばれ, それぞれその専門分野に開打者としての苦難の途を歩みなが

ら,技術援助の基礎をきづいた｡第 1回の派遣者は佐藤氏が2か年滞在 したほか,他の 3氏は

いずれもほぼ 1か年の滞在でマラヤを去 り,第 2回派遣者と交替 した｡第 2回派遣者は木村登

(告虫),高橋保夫 (栽培),藤井啓史 (育種)の3氏であった｡これ ら3氏は残留 していた佐

藤氏の指導でマラヤの生活様式にも比較的早 く慣れることができ,互に協力 して,それぞれの

専門分野の仕事を献身的に推進 した｡ これ ら第 2回の派遣者 3氏 もほぼ 1か 年の滞在で帰国

し,同時に第 1回派遣者の佐藤氏も帰国 し,第 3回の派遣者と交替 した｡この頃より,マラヤ

農林省内で, ｢日本人専門技

術者の 1か年 滞在は余 りに短

かすぎ, マラヤの環境に慣れ

て,やっと仕事が軌道に乗 り t//u仙 /akぞ

始めると帰 って しまうので,

最短限 2か年を希望する｣ と

α)声が高まり, マラヤ政府よ

りH本政府に正式に最短限 2

か年の滞在を要請 した｡ この

結果,第3回の派遣者か らほ

ぼ 2か 年 の滞在が多 くなっ

た｡第 3回派遣者として,永

井政雄 (土壌肥料), 佐 藤隆

(栽 培),川瀬英爾 (害 虫)

〟)3氏が昭和35年 7月に, や

やお くれて川上潤一郎氏 (育

種) が11月に マラヤ に渡 っ

た｡第 3回派遣者は前任者と

それぞれ約 3-5週間〈上活を

fT

NebcpS

Ba//･kP27/3〟

8〟k/･tHerah

5/'mpa瑠 T/'Sa

S〟ngeI･M37u'k

T3"jo7aSKa/37ZS

iedCa/'L～)

5e中形(〟)

レー●ヽ

Kua/aLump〟T(D4J･ofAy
Se,da279(〟)

AdPa229T/'2839/
Ab,6ajah

PaS/'TMaS

Kota 励ard(～)

●●･･-･････●t′●■●･･.

～ FAH ANe

二言/EELAN60R

Pa/aLJ

第4図 マラヤにおける主要稲試験場 (地)

(N)は国立,他は州立
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上付 二したたU)で,公私両面に好都 合でキ)つた 4氏それぞれ -'fT 刃 】)'･7 裾 ′巨J)ベス ト/:i-:尽 し二

側き, しだいにそJj専門'J)業績がイ長桔され ろに至 ったっ第3柚 嬉選者の車で,1,/r_藤氏と川 †二氏

が 1年 3か月で帰閏 したほか,永 井 ･川瀬の両氏は満2か隼滞在 した｡第4L射 r-(遣者として,

まず昭和37年 1月に件木四郎氏 (7′頼り が,同年 3月に杉本勝男氏 (栽培)が,さらに11日二二:_

とともに,それぞれ新たに責市な業績を加えた 二 特に,佐本氏は3代LJ)flI1-1壬者か ら[｣刷上りご交配

ともに新たに加えた自らの業積,Jl-朕 l)まとめ,栽培tc/)主要問題に結論を与 え,El木人技術者レ〕

某月をマラヤ田内のみならず国外:=までも如実に示 した一三Jt･'氏･骨端任者 らが圃場試験を_i:.上
したrJjに対 し,農事試験所本場の実験室を本拠として,マラヤ土壌の葦素の研究,+i-行ない,ま

た化ノ芋分析方法の催立およこLヾそcJ)指導についてもこうJ(力し, 高 く評価されつつある由であろ 第

4i｢舶lミ遣者か ら川瀬氏 (告虫)の偉任が打 ち切 られたのは, 3代にわたる専門技術者ul)/#力に

より,マラヤ政府としてメイ虫防除方針をほぼ椎立 しう/7,に至ったとみた結 果であった そし

て,てラヤ政府はメイ虫問題にかえて,筆者 らが提案 した野ネズ ミと水田緑虫 (主に Penyakit

Merah病を対象)の問題をとりあげ 日本政丁佃 ここの専FHJJ.衣,J)派遣を要請 した . こ0)兼吉黒,

望月正己氏が野ネズ ミCJ)専門家として昭 和37年11引 二,線虫専 門 ′竜三として国井善章氏が昭和38

年 5月にそれぞれ派遣 されたrJ望月氏はすでに-:7ラヤC))野 ネズ ミの分類を終り,日下そC邦jJl;余

の研究に専念 している様千である1拝眉･氏は1か隼の滞在で,jl.Fi国したが,この間にてラヤ 射 出

で稲のみでな く,各種作物について も線虫の被告を調査 し,マラヤの稲の低収 量の佃珊ま′出 目

線虫が一閃をなすこと,ココア釧 rrE日昌)線虫に起囚す ること等,JL-指摘 した -J

目上諸氏の技術援助の具体的成果について･:ま,それぞれ別科ij-･に詳細に述べ Lちれノるはずでお ろ

か ら,ここでは割 愛す る(

コロンボプランによる技術援助とは別途に,FÅo (国連食糧農業機構) による技術援助がマ

ラヤ政府に与え られており, 日本か らほ 農業センサス 実施計自性立案のために築林間明氏 (紘
計)が昭和34年か ら,また Soi1-WaterResearchStationの設立に闇連 して試験計両の立案･

美胞およびマラヤ稲作技術者の訓練等し)た鉦 二′T仁者 (稲lI:.理)が昭利35年か ら,それ.ぞれ約 1

年半 ほどマラヤに駈在した′/これ らの成果も別稿 にみ られるので省略する.メ

ノ付記,森谷睦夫著 ｢マラヤレ刃丘作｣ (戸苅編アジアcJj稲r′い アジア経済畔狛侶 およこ＼骨三
試技術連絡室著 ｢マラヤの農業と稲作｣か ら教示'二得た点 も少な くないoL己して惑刊U),Li･-:,ir:衣

する.
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